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医師による認知症講座を開催し認知症の理解を深め、認知症の早期発見・認知症予防に務める。また既存の地
域事業への参加を広く地域住民に働きかけていく。

□ 区からのコメント
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◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性

〇担当地区の高齢化が進み、高齢化率は市や金沢区の平均を上回っています。一人暮らしや高齢者世帯の増加も進ん
でおり、長年活動を続けてきた地域団体やボランティアの高齢化など他地区と同様の悩みがあります。山坂の多さも高齢
者を悩ます大きな要因となっています。
〇町内会等地域団体を基礎とする活動は活発に行われており、地域のコミュニティーは確保されています。民生・児童委
員などによる福祉保健活動も活発です。そこでこのような地域団体等との情報交換や地域課題を考える各種の会合を通
じて人材の発掘確保・地域課題の抽出などに取り組み、必要な支援を地域ともに考えていきます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

中学校と連携し地福計画ワークシートの活用を目指す。

地域の方へキャラバンメイト養成講座の紹介をし、参加を促していく。
認知症サポーター養成講座を開催し見守りの輪を広げていく。

R4年度開催したシニアクラブについての協議体・支え合い連絡会を引き続き開催。
ボッチャを広げていくことで、地域活動団体の把握をしていく。

町内会ごとの活動団体や人材についてヒアリングし、情報収集する。
移動販売に関わる役員や利用者と地域資源の情報を共有する。


